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効果的な普及啓発方法について

１ 他都市の先行事例調査

２ 喫煙者層の動向

３ 過料徴収の処分状況

４ 時期・ターゲット別の啓発方法の検討（素案）

令 和 ５ 年 １ 月 1 0 日

大 阪 市 環 境 局

資料



１ 他都市の先行事例調査

（１）調査方法

区域全域で路上喫煙を禁止している東京都の９区を対象に調査

（２）調査期間

令和４年12月７日～23日

（３）全域禁止時期など

１

本市
東京都

千代田区 渋谷区 港区 世田谷区 豊島区 新宿区 文京区 台東区 中央区

条例制定 H19.3.16 H14.6.25 H15.8 H9.10.3 H9.10.3 H9.10.30 H9.4.1 H21.4.1 H10.4.1 H16.6.1

条例改正 R６.３(予定) 禁止地区を
順次拡大

（全域は

H22.4.1）

H31.4.1 H26.3.26 H30.3.6 H22.12.13 H17.6.20 R2.3.9 R2.10.27 R2.6.30

全面禁煙
(改正条例施行）

R７.1(予定) H31.4.1 H26.7.1 H30.10.1 H23.5.30 H17.8.1 R2.7.1 R3.4.1 R2.7.1



１ 他都市の先行事例調査

（４）各都市の回答（１／３）

質問内容 各都市回答

全域の路上喫煙禁止による新たな課題やデメリット

・私有地（駐車場等）や公開空地での喫煙
・飲食店前の灰皿の増加
・苦情等の増加
・喫煙場所の確保が困難

上記の課題等に対する対策

・多種のポスターによる場所に応じた使い分け
・指導員の増員及び定期巡回
・苦情場所への掲示物
・喫煙場所の確保
・助成制度による民間喫煙所の設置促進

全域の路上喫煙禁止に際しての周知基準等の設定

・周知基準はない
・効果的な周知が図れるように状況や場所に応じた
掲示物の工夫

・路面シール

鉄道事業者等への協力依頼
・のぼり旗の設置やポスター等の掲示
・駅周辺の清掃活動メインのキャンペーンを実施
・駅周辺事業者としてのキャンペーンへの参加

２



１ 他都市の先行事例調査

（４）各都市の回答（２／３）

質問内容 各都市回答

区域全域の路上喫煙禁止時の普及啓発の活動内容

・ちらし・ティッシュの配布
・区内喫煙所マップ特設サイト
・飲食店・商業施設等へのポスター等の配布
・広報紙・ＳＮＳ
・バスでの車内放送等
・環境浄化活動の実施（不法看板の撤去など）
・巡回パトロール車でのアナウンス放送

効果的であったと思われる手法

・大人数での吸い殻の着ぐるみでのパレード
・過料徴収・パトロール巡回の強化
・ポスター・路面シート
・路上喫煙率調査の公表
・苦情等への迅速な対応

効果が薄かったと思われる手法
・ちらしの配布
・区内喫煙所マップ特設サイト

３



１ 他都市の先行事例調査

（４）各都市の回答（３／３）

質問内容 各都市回答

区域全域を路上喫煙禁止した際に
既存禁止地域と拡大地域で取組みにメリハリを付けた内容

・住宅地でのアナウンスは夜間時間帯は自粛
・乗降客数が多い駅周辺でのパトロール強化

外国人への周知方法
・指導員のポケット翻訳機の携帯
・指導員が多言語で条例が記載したプレートを携帯
・国際担当課との庁内連携による外国人居住者への周知

たばこ販売店やコンビニ等への働きかけ
・ポスター掲示依頼
・助成制度の案内
・苦情店舗への個別訪問・協力依頼

協力団体（地域団体や事業者）への働きかけ

・助成制度の案内
・活動団体の創設

（区民や町会、企業、教育関係者、区内清掃ボランティア団
体、観光・商店街関係者、たばこ販売関係者）
・清掃ボランティア活動への参加依頼

４



１ 他都市の先行事例調査

（５）本市における取組（検討）

５

活動主体 取組内容

本市

啓発指導
・指導員の増員による過料徴収・パトロール巡回の強化

（乗降客数が多い駅周辺など人流に合わせた強化）

周知活動

・人の流れを踏まえて効果的な場所に路面シール等の掲示物を掲出
・飲食店・商業施設等へのポスター等の配布
・ティッシュの配布、ＳＮＳや広報紙の活用による周知
・巡回パトロール車でのアナウンス
・喫煙場所の案内
・観光・国際担当との連携

その他
・苦情等への迅速な対応
・助成制度による民間喫煙所の設置促進
・公開空地等について協定締結など

鉄道事業者等
・のぼり旗の設置やポスター等の掲示
・バスでの車内放送等
・駅周辺事業者としてのキャンペーンへの参加

たばこ販売店及びコンビニ等
（フランチャイズ協会等）

・喫煙所整備等補助制度の活用
・周知啓発協力など

協力団体等
（地域活動協議会・商店会・エリアマネジメント団体等）

・市民たばこマナー向上エリア団体活動
・周知啓発協力など



２ 喫煙者層の動向

（１）喫煙習慣者の年次推移グラフ（性・年齢別）

６
厚生労働省国民健康・栄養調査をもとに作成
※ 令和２・３年度については、新型コロナウイルス感染症の影響により調査中止

（喫煙率）
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70.0

平成元年 平成6年 平成11年 平成16年 平成21年 平成26年 令和元年

男性 20～29歳

男性 30～39歳

男性 40～49歳

男性 50～59歳

男性 60～69歳

男性 70歳以上

男性 平均

女性 20～29歳

女性 30～39歳

女性 40～49歳

女性 50～59歳

女性 60～69歳

女性 70歳以上

女性 平均



（２）喫煙習慣者の年次推移（性・年齢別）

男性

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 平 均

令和元年 25.5 33.2 36.5 31.8 31.1 15.1 27.1 

平成26年 36.7 44.3 44.2 36.5 32.5 15.2 32.1 

平成21年 40.1 51.2 49.1 44.0 33.7 19.3 38.2 

平成16年 51.3 57.3 51.4 47.7 33.3 24.0 43.3 

平成11年 56.3 58.1 57.7 52.9 42.1 33.8 49.2 

平成 ６年 45.1 51.2 46.4 41.9 40.8 34.3 43.8 

平成元年 62.3 65.4 59.5 53.3 50.4 34.5 55.3 

女性

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 平 均

令和元年 7.6 7.4 10.3 12.9 8.6 3.0 7.6 

平成26年 11.8 14.2 12.8 12.2 6.3 2.5 8.5 

平成21年 16.2 17.5 15.2 11.7 7.4 4.9 10.9 

平成16年 18.0 18.0 13.7 13.7 7.6 4.5 12.0 

平成11年 16.0 14.9 14.2 8.3 7.9 3.5 10.3 

平成 ６年 12.7 11.0 9.9 8.6 5.6 6.3 9.1 

平成元年 8.9 11.7 10.6 9.1 6.8 8.2 9.4 

・近年、若年者層では喫煙率が低下しているので、今後も喫煙率は低下傾向にある。

７

２ 喫煙者層の動向

（喫煙率，％） （喫煙率，％）



（１）調査方法

路上喫煙禁止地区における処分状況を集計

（２）調査期間

令和４年４月１日～１１月３０日

（３）その他

・各日２～３班体制で巡回指導

８

３ 過料徴収の処分状況



３ 過料徴収の処分状況

（４）性別及び年代別の処分状況

９

・女性の処分件数は、喫煙率を考慮しても少ない。

・２０歳台の喫煙率は、３０歳台及び４０歳台よりも低いにも関わらず、２０歳台の処分

件数は多い。

20歳台
27%

30歳台
25%

40歳台
14%

50歳台
14%

60歳台
12%

70歳台
8%

80歳台
不明

年代別

男性

91％

（2,602）

女性

９％

（264）

不明

（3）

性別

参考：昼間人口の比率
（令和２年国勢調査）

20歳台

15%

30歳台

17%

40歳台

20%

50歳台

18%

60歳台

13%

70歳台

11%

80歳台

6%男女比 52：48



（５）曜日別及び違反内容別の処分状況

10

・曜日別の処分件数に大きな偏りは見られない。（水曜日は３班体制での巡回が多い。）

・立ち止まって喫煙する人が半数を占めており、喫煙所の整備が進めば、条例違反を

未然に防止できる可能性がある。（約９割が「禁止地区とは知らなかった」と回答。）

・一方、依然として歩行喫煙も１／４を占めている。

３ 過料徴収の処分状況

0

200

400

600

月 火 水 木 金 土 日

410 
360 

532 

376 396 411 384 

曜日別

（件数）

歩行喫煙

25％

（722）

立ち止まり

50％

（1,417）

その他

25％

（730）

違反内容別

※ 「その他」は自転車乗車
や座り込んでの喫煙など



４ 時期・ターゲット別の啓発方法の検討（素案）

（１）令和４・５年度（条例改正前）

11

取組エリア ターゲット 啓発目的 啓発方法

①苦情等の対策エリア 周辺での喫煙者 喫煙者の喫煙マナー向上 ポスター掲出

②たばこ市民マナー向上エ
リアなど

通行者・買い物客など 喫煙者の喫煙マナー向上
ポケットティッシュ配付
ポスター・のぼり掲出

③現行の禁止地区 通行者など
喫煙所付近で喫煙してい
る方の喫煙所への誘導

路面シール・看板
（過料徴収）

④イベント啓発
当年度中に
２０歳となるもの

喫煙者・非喫煙者への取
組周知

二十歳のつどいにおける
ちらし配付・ポスター掲出

⑤学校等での啓発 小中学生
路上喫煙対策の取組周
知

副読本による啓発

⑥市内外への発信 ＹｏｕＴｕｂｅ視聴者
喫煙者への禁止対象拡
大の事前周知

ＹｏｕＴｕｂｅへの動画配信



（１）令和４・５年度（条例改正前）

⑦その他

・市民たばこマナー向上エリア団体の拡大

各種団体への協力依頼

（地域活動協議会・商店会・業界団体・地元企業・

エリアマネジメント団体など）

・喫煙所周辺の方へ喫煙所整備に対する理解・協力要請

・助成制度による民間喫煙所の設置促進

・公開空地等について協定締結などを検討

12

４ 時期・ターゲット別の啓発方法の検討（素案）



（２）令和６年４月～12月（条例改正～施行前）

13

４ 時期・ターゲット別の啓発方法の検討（素案）

取組エリア ターゲット 啓発目的 啓発方法

（１）の①～⑦は継続実施

⑧喫煙所整備周辺エリア 周辺での喫煙者
喫煙所付近で喫煙してい
る方の喫煙所への誘導

喫煙所誘導ポスター掲出

⑨現行禁止地区以外の駅
周辺

通行者など
喫煙者への禁止対象拡
大の事前周知

ポケットティッシュ配付
路面シール
駅ポスター

⑩市内全域 通行者など
喫煙者への禁止対象拡
大の事前周知

巡回車などによるアナウン
ス

⑪万博関連イベントでの啓
発

イベント参加者
喫煙者への禁止対象拡
大の事前周知

ポケットティッシュ配付



（３）令和７年１月～３月（改正条例施行時）

14

４ 時期・ターゲット別の啓発方法の検討（素案）

取組エリア ターゲット 啓発目的 啓発方法

（１）（「③現行の禁止地区」は除く）及び（２）は継続実施

⑧喫煙所整備周辺エリア 周辺での喫煙者
喫煙所付近で喫煙してい
る方の喫煙所への誘導

過料徴収など啓発指導の
強化
喫煙所誘導ポスター掲出

⑫街頭イベント啓発
（各区重点地区）

イベント参加者・通行者
など

喫煙者・非喫煙者への取
組周知
喫煙者の喫煙マナー向上

ポケットティッシュ配付
着ぐるみによる啓発

⑬クリーンｕｐ作戦
（タイアップ）

大阪市一斉清掃イベン
ト参加者

喫煙者・非喫煙者への取
組周知

まちの美化活動を通じた
意識づけ

⑭鉄道主要駅での期間集
中広告

通勤客・観光客
喫煙者・非喫煙者への取
組周知

駅周辺等のデジタルサイ
ネージ



（４）まとめ

15

４ 時期・ターゲット別の啓発方法の検討（素案）

（１）令和４・５年度
（２）令和６年４～12月
（条例改正～施行前）

（３）令和７年１月～３月
（改正条例施行時）

令和７年４月～

喫
煙
者

通
行
人

イ
ベ
ン
ト

参
加
者

各
種
団
体

事
業
者

観
光
客
等

そ
の
他

①苦情等の対策エリアでのポスター掲出など

②たばこ市民マナー向上エリアでのポケットティッシュ配付など

③現行の禁止地区

④各種ベントでのポケットティッシュ配付

⑤学校等での副読本による啓発

⑥ＹｏｕＴｕｂｅへの動画配信

⑧喫煙所整備周辺エリアでの喫煙所誘導ポスター掲出など

⑨現行禁止地区以外の駅周辺でのポケットティッシュ配付など

⑩巡回車などによるアナウンス

⑪万博関連イベントでのポケットティッシュ配付

⑫街頭イベント啓発

⑬クリーンｕｐ作戦

⑭鉄道主要駅での期間集中広告



16

たばこの規制は世界的な課
題であり、たばこの煙に含ま
れる化学物質により、周り
の人にも悪影響を与えるた
め、受動喫煙防止などが挙
げられます。

たばこのフィルターはプラス
ティック製であり、ポイ捨てさ
れた吸い殻が排水により河
川や海に流れ込むことによ
りプラごみによる海洋汚染
につながっています。

持続性を高めるため、使い
捨てや再資源化できない物
の利用をできるだけ控える
必要があり、たばこのフィル
ターなどの使い捨て製品の
清掃等の責任を、生産者や
使用者に求めていきます。

路上喫煙による、受動喫煙
の被害や、タバコの吸い殻
のポイ捨て防止など、都市
の環境上の悪影響を軽減す
ることにつながります。

路上喫煙対策は、大阪市だ
けではなく、市民の皆さんや
民間事業者などの様々なス
テークホルダーのパート
ナーシップのもと、協力する
ことで目標達成をめざします。

～ 路上喫煙対策は、快適な都市環境の確保につながり、SDGｓ達成に貢献します。～


